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▲外科の京兼医師による発表の様子

第23回　医療市民講座～がん講習会「肺がん」～のご案内
日　時 9月29日（土）午前10:00～正午
場　所 当院 3階大会議室
演題①「（仮）肺がんと闘おう」 牧野　靖 医師（呼吸器内科診療部長）講　師

演題②「肺がんの放射線治療について」
その他 参加費無料・申込不要・200名（先着）

講　師 一戸　建志 医師（腫瘍放射線科診療部長）

　当院の各診療科代表医師による「診療科別目標発表会」を開催しました。当院では初の開催であり、同規模病
院としては全国的にも先駆的な取り組みです。両市の関係者をはじめ、市議会議員、医師会員など、多くの皆様に
ご参加をいただき、限られた時間の中で各診療科の実績や今後の診療方針、高度医療への取り組みなどが熱く
語られました。
　地域医療連携の強化やチーム医療をさらに推進することで、当院は今後も地域の皆様への質の高い医療提供
に全力を尽くしてまいります。

医師の熱い想いで病院が一つに
～診療科別目標発表会を開催～



鬼手仏心
き　  しゅ    ぶっ   しん 外科兼消化器外科兼呼吸器外科 診療部長

河合 徹 医師

外科No.65

　熱中症は、気温と湿度が高く風がない環境で発症数が急増します。時間帯は正午から午後3時くらいに発症す
ることが多いです。
　昨年８月、県内では481人が熱中症で救急搬送されています。軽症ではめまい、頭痛、吐き気、身体のだるさ、
立ちくらみ、こむら返りなどの症状が現れてきます。

・ゆっくりとこまめに水分と塩分を補給しましょう（スポーツドリンクでも可）
・屋内ではエアコンや扇風機で温度調整をしましょう
・屋外では日傘や帽子を使って直射日光に長時間当たらないようにしましょう

・涼しい場所に移動させましょう（高温多湿を避ける）
・体の熱を放出できるように、衣類をゆるめ体を冷やしましょう
　（わきの下、首、足のつけ根を冷やすのが効果的です）
・意識がある場合は水分、塩分を補給しましょう（OS１などの経口補水液）
体調に少しでも異変を感じたら、すぐに医療機関を受診してください。

看 護 部 通 信

に気をつけて！

　今から23年前、研修医として名古屋の病院に赴任した時、手術室の
医師控室に大きな額縁に入れられた立派な書が掛けられていました。
「鬼手仏心」と書かれていました。これは、「外科手術は体を切り開き鬼
のように残酷に見えるが、患者を救いたい仏のような慈悲心に基づい
ているということ」（広辞苑）という意味です。
　私が外科医になりたての頃は、血管は糸で結び、腸も一針ずつ針糸
で縫い合わせることが基本でした。内視鏡下手術も胆嚢摘出術が普
及し始めた程度でした。その後医療機器が進歩し、超音波凝固切開装
置を使用すれば超音波を利用して血管を含む組織を固めて切開でき
るので、血管を糸で結ばなくても出血しませんし、自動縫合器を使用すれば、レバーを握るだけで腸管の切離か
ら吻合（腸と腸を縫い合わせること）まで可能です。内視鏡下手術は、大きく体を切り開いて外科医の手を入れる
ことなく、カメラで体内の様子をテレビモニターに映し出し、小さな創からマジックハンドのような道具を入れて
胸から腹までほとんどの手術ができるようになりました。さらにロボット支援手術が開発され、人間の手首の関節
の動きをはるかに超えたロボットにより、狭い体内の奥底でより繊細な手術が可能となりました。

　外科医の手は市民の皆さまから見ればまさに「鬼の手」ですが、実際手術する
手はどんどん道具に変わってきています。今では手術支援ロボットまで登場し、
人工知能の開発が進めばいずれロボットが自動で手術する時代が訪れるのでし
ょうか？
　当院の外科医は皆、患者さまを「救いたい！」という情熱を持って診療に取り組
んでいます。最新の機械も導入し、ロボット支援手術の直腸がん・胃がん領域の
準備も進めています。どんなに「鬼の手」が進歩しても、「仏の心」を見失わない
よう、患者ファーストで日々の手術に向き合っていきたいと考えています。
　ところで、手術支援ロボットのダヴィンチの姿、鬼の手に見えるのは私だけで
しょうか？

たん  のう

ふん  ごう

予　　防

応急処置



「ぬくもりの会」がん患者さまとご家族のためのサロン 月見の里室内楽
アカデミー2018

ミニコンサートを
開催します

医師異動のお知らせ

脳神経外科　鳥飼 武司 医師
とりがい

整形外科　　富田 浩之 医師
とみ  た ひろゆき

麻酔科　　　古内 宏和 医師
ふるうち ひろかず

たけし
整形外科　　宮入 祐一 医師

みやいり

脳神経外科　北村 拓海 医師
きたむら たく  み

眼科　　　　遠藤 智己 医師
えんどう

麻酔科      　杉山 恵理 医師
すぎやま え   り

とも  き

ゆういち

今までありがとうございました よろしくお願いします

6月の
診療実績

1日あたりの患者数
入    院
外    来

424人
1,208人
80.9%
93%
84.9%
9.5日
386件
1,615人
476件

紹 介 率
逆 紹 介 率
病 床 利 用 率
平 均 在 院 日 数
手 術 件 数
救命救急センター受診者数
救 急 搬 送 件 数

6月30日付 退職 7月1日付 採用

子育てや介護、仕事などで多忙な平日を過ごす女性のため、
「日本乳がんピンクリボン運動」の一環として、乳がん検診を
日曜日に行います。

　当院では、患者さま・ご家族同士が集まり、がんの悩みや体験などを語り
合い交流できる「ぬくもりの会」を開催しています。がんと上手に付き合っ
ていくために、同じ立場の人たちとお茶でも飲みながら少しお話をしてみ
ませんか？

8月24日（金）
15:00～15:40
当院 3階大会議室 
入場無料

９月1日（土）午前10:00～正午
「がんの痛みとの上手なつきあい方」                      
がん治療を行っている患者さま・ご家族
200円（資料代等）　　　　　　
当院 3階大会議室
8月24日までにがん相談支援センターにお申し込みください。
☎ 0537-28-8159（直通・平日9:00～16:00まで）

日　時日　時
テーマ
対象者
参加費
場　所
申込み

会　場
その他

１０月２１日（日）　午前9:00～正午
30人（完全予約制）※定員を超えた場合は抽選
掛川市・袋井市内在住または両市内在勤の成人女性
中東遠総合医療センター　人間ドック・健診センター（掛川市菖蒲ヶ池1-1）
①マンモグラフィー（2方向）＋トモシンセシス＋乳腺エコー 13,390円（税込）
②マンモグラフィー（2方向）＋トモシンセシス 9,720円（税込）
③乳腺エコー 3,670円（税込）
後日郵送
ご希望の検査内容、氏名、年齢、住所、電話番号、生年月日、
勤務先及び勤務先住所（市内在住者除く）を電話またはメールでお申し込みください。
☎：0537-28-8028　（人間ドック・健診センター、受付は平日の13:30～16:00）
　：jms2018@chutoen-hp.shizuoka.jp
8月31日（金）まで
•抽選結果や受付時間等については後日、メールまたは郵送でお知らせします。（9月中旬～下旬頃）
•市のクーポンはご利用になれません。
•女性技師が検査を行います。

日　　時
募集人数

募集期間

検査内容と料金

検査結果

対 象 者

申 込 み

そ の 他

場 　 所

　最新鋭の３Dマンモグラフィ－「トモシンセシス」
での検査が受けられます。
　従来と比べて乳腺の状態を明瞭に観察ができ、
より正確な「乳がん」診断が可能になりました。



各科外来担当医一覧表8月


